
（様式１） 

学 校 パ ワ ー ア ッ プ 全 体 構 想 
荒川区立第九峡田小学校 

 

〔学校パワーアップのための基本方針（重点項目は◎）〕 

○ 望ましい生活習慣と学習習慣を育成 

   児童同士が仲良く、元気に活動する環境をつくる。 

◎ 問題解決に児童が自分の力でチャレンジし、学び続ける授業の推進 

   問題解決に向けて、主体的に見通しをもちながら取り組む児童を育てる。 

○ 家庭・地域と連携し、児童を地域社会の中で育てる。 

   児童の公共的（学級のため、学校のため、地域のため）な自主的活動の推進 

 

〔学校パワーアップ事業の各事業内容〕 
〔学力向上マニフェスト〕 

○教員の授業力向上  

・問題解決型学習の研究授業 

を実施。 

・児童の自力解決のために使 

用する教材、教具の充実 

 

○言語力の向上 

・漢字検定を全児童で受検

し、言語力の向上を図ると

ともに達成感を持たせる 

  

〇体験活動による学習の深 

 化 

 

○思考力・表現力の向上 

・取材したことをまとめ、 

発表する活動の推進 

・図書館で調べて発表する 

活動の推進  

〔創造力あふれる教育の推進〕 

○体験型、探求型学習の充実 

・校内の自然環境を整備し、

体験型、探求型の学習を活

発に実施する 

○歌声の響く学校の構築 

・合唱鑑賞教室を開催し、本

物に触れる機会を通し、音

楽学習への意欲を向上さ

せる 

○豊かな体験活動 

・バスを利用した見学の実施 

 学習したことを実際に体 

験的に学べるようにする 

○体力づくり 

・「朝の運動」を実施し、早 

起きと運動の奨励をする 

ことで、生活リズムを整え 

る 

○英語教育の充実 

・ＴＧＧを活用して、より実

践的な英語に触れ、英語学

習への意欲をさらに向上

させる 

〇調べ学習の環境整備 

〔未来を拓く子どもの育成〕 

○グリーンカーテンと花い

っぱい運動 

・体験的環境学習の充実 

・たてわり版活動の推進 

・地域を愛する心情の醸成 

 

 

○幼稚園、保育園との交流 

・地域の幼稚園や保育園と 

の交流を行う 

 

 

○地域と一体になった防災

訓練の実施 

・避難所開設運営訓練を行 

う 

・中学校防災部との連携を

図る 

・児童の防災教育の一環と 

する 

 

 

 

あらかわ寺子屋 個別に補充学習を実施し、学ぶことの楽しさや充実感を得られるよう

にする。学習意欲を喚起し、学習習慣の形成を図る。 

 

平成３１年度 



（様式２）

学校名 荒川区立第九峡田小学校

区学力調査（全学年） （平均正答率：％）

国語 算数 国語 算数 国語 算数

自校 82.8 83.7 74.1 74.8 64.7 66.3

区 80.2 82.4 84.3 84.6 77.7 76.5

区との比較 2.6 1.3 ▲ 10.2 ▲ 9.8 ▲ 13.0 ▲ 10.2

国語 社会 算数 理科 国語 社会 算数 理科

自校 65.2 62.7 78.7 72.3 67.8 55.0 63.1 65.0

区 68.8 69.2 77.7 72.2 74.4 62.7 65.7 68.2

区との比較 ▲ 3.6 ▲ 6.5 1.0 0.1 ▲ 6.6 ▲ 7.7 ▲ 2.6 ▲ 3.2

国語 社会 算数 理科

自校 59.7 47.3 60.0 48.0

区 72.1 63.1 68.5 63.5

区との比較 ▲ 12.4 ▲ 15.8 ▲ 8.5 ▲ 15.5

都学力調査（５年） （平均正答率：％）

国語 社会 算数 理科

自校 61.3 59.1 48.3 66.0

東京都 66.5 70.2 53.8 70.4

都との比較 ▲ 5.2 ▲ 11.1 ▲ 5.5 ▲ 4.4

全国学力・学習状況調査 （平均正答率：％）

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

60 42 59 47 54

70.7 54.7 63.5 51.5 60.3

実施結果

平成３０年度全国・東京都・荒川区学力調査に関する結果

自校

全国（公立）

４年 ５年

６年

１年 ２年 ３年

【全国】
○全ての教科で全国平均を下回っている。

【都】
○全ての教科で都平均を下回っている。

【区】
○１年の国語・算数と４年の算数・理科を除いて、全ての教科で区の平均を下回ってい
　る。



平成３１年度 学力向上マニフェスト  学校名 荒川区立第九峡田小学校 

 

事業名 
取組の内容及び目標 

(昨年度の区学力調査等の結果・分析等を踏まえて) 

教員の授業力向上 【内容】 

○ 全教員が研究授業を行う。 

○ 児童の学習活動量を増やし、児童が主体的に問題解決に取

り組む授業に学校全体で取り組む。 

【目標】 

○年度末学校関係者評価で、「分かる授業」の肯定的評価を 90%

以上にする。 

言語力の向上 【内容】漢字検定全児童受験 

 

【目標】合格率８割 

 

 

体験活動による学習の 

深化 

【内容】 

○社会科において、学習した内容を体験学習によって深化させ

る。 

 

【目標】 

○ ４，５年生の社会科学習の５ポイントアップ。 

思考力・表現力の向上 【内容】 

○小論文コンテスト、読書感想文コンクールに昨年度を上回る

出品 

【目標】 

○ 国語の区学力調査でのポイントアップ。 

  

あらかわ寺子屋 【内容】 個別の補充学習を実施することで自信をもてるよう

にする。学ぶことの楽しさや充実感を感じさせると共に、学習

習慣の形成を図る。 

【目標】 児童の学習状況に応じて個別の計画を立てることに

より、学習意欲の喚起を図る。 

（様式３） 


